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「写真／光をうけとる」トークセッション−もうひとつの写真に触れる 
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今井さんの作品に出会ったのは、今井さん１冊⽬の作品集『真昼』（⻘幻舎
刊）を⼿にとった２００１年でした。その時に今井さんの作品から受けとった
「⾔葉にならない」印象は、今もって⾔葉にならないまま、記憶のなかを漂い
続けています。 
トークセッションの中で今井さんが「写真は物質だけど、ペラペラの薄いもの
でありイメージなので、作家の⾒たものがそのままであるとか、作家の思いが
写っているというふうに⾒られやすいところがあって、そういうところがつま
らないなと思う。作家はこういうふうに考えてこういう状況で撮ったけれど、
写真は写真―とはっきり切り離しておきたい」とお話してくださったこと印象
に残りました。 
このことは、今井さんが０９年から続けておられるブログに「写真の⼿離れ」
という⾔葉で綴られています。 
学⽣時代に美術史を学ばれた今井さんは、歴史を俯瞰し先⼈に敬意を払いなが
ら、現在にしっかり両⾜をつけて作品を⽣んでいらっしゃると思いました。 
今井さんはご⾃⾝を「狩⼈」より「庭師」だとおっしゃいました。 
美しい庭はいつも庭師の愛情とともにあって私たちの⽬を楽しませてくれま
す。今井さんのお話から、２０年以上前に読んだ本にあった「庭師の天国は
庭」という⾔葉を思い出しました。 
打ち合わせのときに今井さんの新作プリントを拝⾒する機会に恵まれ、⻑い時
間をかけて作品を楽しませていただきました。⾃分が⽣きている世界、どこかで
⾒たことがあるような⾵景が写真になっていたのですが、世界をこれほど 
じっくり眺めることができる写真の⼒のことを、今井さんの作品をとおして教
えていただいたように思います。 
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